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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第１部門第１区分
【発行日】平成23年4月14日(2011.4.14)

【公開番号】特開2009-247319(P2009-247319A)
【公開日】平成21年10月29日(2009.10.29)
【年通号数】公開・登録公報2009-043
【出願番号】特願2008-102542(P2008-102542)
【国際特許分類】
   Ａ２３Ｌ   1/22     (2006.01)
   Ａ２３Ｌ   1/221    (2006.01)
【ＦＩ】
   Ａ２３Ｌ   1/22    　　　Ｚ
   Ａ２３Ｌ   1/221   　　　Ｈ

【手続補正書】
【提出日】平成23年2月24日(2011.2.24)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　呈味性核酸関連物質に対して旨味を増強し、かつ厚味を付与することによる、食品の呈
味の改善方法。
【請求項２】
　有効量のリボフラビン及びその類縁体からなる群から選択される一以上、並びに食品と
して許容可能な添加物を含有する、呈味改善剤。
【請求項３】
　リボフラビン及びその類縁体からなる群が、ビタミンB2（VB2）、フラビンモノヌクレ
オチド（FMN）及びフラビンモノヌクレオチドナトリウム（FMNNa）からなる、請求項２記
載の剤。
【請求項４】
　酵母エキスを含む、請求項２又は３に記載の剤。
【請求項５】
　呈味性核酸関連物質に対して旨味を増強し、かつ厚味を付与することにより、食品の呈
味を改善するための、酵母エキス。
【請求項６】
　リボフラビン及びその類縁体からなる群から選択される一以上、並びに食品として許容
可能な添加物を含有する、呈味性核酸関連物質に対して旨味を増強し、かつ厚味を付与す
るための剤。
【請求項７】
　リボフラビン及びその類縁体からなる群が、VB2、FMN及びFMNNaからなる、請求項６記
載の剤。
【請求項８】
　酵母エキスを含む、請求項６又は７に記載の剤。
【請求項９】
　リボフラビン及びその類縁体からなる群から選択される一以上を含有する、呈味性核酸
関連物質に対して旨味を増強し、かつ厚味を付与するための、酵母エキス。
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【請求項１０】
　呈味性核酸関連物質からなる群から選択される一以上、並びにリボフラビン及びその類
縁体からなる群から選択される一以上を含有する、食品の呈味を改善するための調味料組
成物。
【請求項１１】
　リボフラビン及びその類縁体からなる群が、VB2、FMN及びFMNNaからなる、請求項１０
記載の組成物。
【請求項１２】
　呈味性核酸関連物質からなる群が、5’-イノシン酸、5'-グアニル酸及びそれらのナト
リウム塩からなる、請求項１１記載の組成物。
【請求項１３】
　呈味性核酸関連物質100重量部に対して、リボフラビン及びその類縁体を0.005～0.5重
量部含む、請求項１０～１２のいずれか１項記載の組成物。
【請求項１４】
　リボフラビン又はその類縁体を添加することを含む、呈味性核酸関連物質に対して旨味
を増強し、かつ厚味を付与する方法。
【請求項１５】
　呈味性核酸関連物質からなる群から選択される一以上、並びにリボフラビン及びその類
縁体からなる群から選択される一以上を含有し、呈味性核酸関連物質の100重量部に対し
て、リボフラビン及びその類縁体を0.005～0.5重量部含む、飲食品。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００９】
１）呈味性核酸関連物質に対して旨味を増強し、かつ厚味を付与することによる、食品の
呈味の改善方法。
２（有効量のリボフラビン及びその類縁体からなる群から選択される一以上、並びに食品
として許容可能な添加物を含有する、呈味改善剤。
３）リボフラビン及びその類縁体からなる群が、ビタミンB2（VB2）、フラビンモノヌク
レオチド（FMN）及びフラビンモノヌクレオチドナトリウム（FMNNa）からなる、２）記載
の剤。
４）酵母エキスを含む、２）又は３）に記載の剤。
５）呈味性核酸関連物質に対して旨味を増強し、かつ厚味を付与することにより、食品の
呈味を改善するための、酵母エキス。
６）リボフラビン及びその類縁体からなる群から選択される一以上、並びに食品として許
容可能な添加物を含有する、呈味性核酸関連物質に対して旨味を増強し、かつ厚味を付与
するための剤。
７）リボフラビン及びその類縁体からなる群が、VB2、FMN及びFMNNaからなる、６）記載
の剤。
８）酵母エキスを含む、６）又は７）に記載の剤。
９）リボフラビン及びその類縁体からなる群から選択される一以上を含有する、呈味性核
酸関連物質に対して旨味を増強し、かつ厚味を付与するための、酵母エキス。
１０）呈味性核酸関連物質からなる群から選択される一以上、並びにリボフラビン及びそ
の類縁体からなる群から選択される一以上を含有する、食品の呈味を改善するための調味
料組成物。
１１）リボフラビン及びその類縁体からなる群が、VB2、FMN及びFMNNaからなる、１０）
記載の組成物。
１２）呈味性核酸関連物質からなる群が、5’-イノシン酸、5'-グアニル酸及びそれらの
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ナトリウム塩からなる、１１）の組成物。
１３）呈味性核酸関連物質100重量部に対して、リボフラビン及びその類縁体を0.005～0.
5重量部含む、１０）～１２）のいずれか一記載の組成物。
１４）リボフラビン又はその類縁体を添加することを含む、呈味性核酸関連物質に対して
旨味を増強し、かつ厚味を付与する方法。
１５）呈味性核酸関連物質からなる群から選択される一以上、並びにリボフラビン及びそ
の類縁体からなる群から選択される一以上を含有し、呈味性核酸関連物質の100重量部に
対して、リボフラビン及びその類縁体を0.005～0.5重量部含む、飲食品。
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